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ミラノ国際大会報告 

 

2019 年 7 月 5 日～9 日まで行われました「第 102 回ミラノ国際大 

会」において、別紙(次頁)公式通達にあります国際会則改正案が提出

され、代議員による票決により可決されました。 

 

また、2019-2020 年度国際理事に立候補され、336-D 地区として応

援しました [第 65回地区年次大会にて推薦を確認] 渡部雅文（336-

B 地区 倉敷西 LC）・川島正行 (333-Ｅ地区 土浦北 LC)は、ミラノ

国際大会の選挙で決定（選出）されました。 
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【2019～2020年度国際会長・第一・第二・第三副会長の紹介】 

 

 

ジュンヨル・チョイ国際会長 

（韓国・釜山出身） 

 

 

 

 

 

 

 

   ヘインズ・Ｈ・タウンゼンド第一副会長 

    （ジョージア州・ダルトン出身） 

 

 

 

 

 

 

 

   ブライアン・Ｅ・シーハン第二副会長 

    （ミネソタ州・バードアイランド出身） 

 

 

 

 

 

 

 

 

パトリシア〝パティ〟ヒル第三副会長 

    （カナダ・エドモントン出身） 
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国際会長方針 

【 Ｗｅ Ｓｅｒｖｅ ｔｈｒｏｕｇｈ “Ｄｉｖｅｒｓｉｔｙ”】 

「多様性を通じて奉仕する」 

 

「スペシャルティクラブ」 

 ライオンズクラブは地域社会の幅広いニーズに応えていますが、特に最近では、

趣味や社会属性といった共通点を持つ仲間や、一つの奉仕分野のために集まった有

志で結成されるクラブが増えています。スペシャルティクラブは、共通の趣味や関

心事をもつコミュニティにつながる機会を与えます。それによって会員数が増えれ

ば、ライオンズクラブは一層大きな奉仕を行うことができます。 

 

「幅広い年齢層のメンバー」 

 ライオンズクラブにはあらゆる文化背景、社会属性、年代のメンバーが集まって

います。今年度、若者にも高齢者にも奉仕に参加してもらうことで、私たちは 

今日、そして明日のクラブを元気づけることができます。人々を一つにし、それぞ

れのスキルや経験を活用しつつ、あらゆる人が入りやすいクラブづくりを目指すの

であれば、この世代を超えたアプローチは欠かせません。 

 

「グローバル重点分野」 

 ライオンズクラブが世界規模で取り組む新たな奉仕分野が発表されたことで、人

類が直面する最も切迫した課題に、世界中のライオンズクラブが一丸となって立ち

向かう新たな機会が生まれました。今年度は、すべてのクラブに、自分たちの奉仕

事業の範囲を広げ、用意されたリソースを活用して、これまで以上に大きな貢献を

地域社会にするよう呼びかけてまいります。 

 

「奉仕の道のり」 

 学ぶ、発見する、行動する、祝う。これが新登場「奉仕の道のり」の四段階です。

「奉仕の道のり」は、ライオンズクラブがグローバル重点分野にまつわるさまざま

な情報資料にアクセスし、奉仕のインパクトをさらに拡大することのできる、包括

的な道具です、私たちは、奉仕する時、成長します。そして、私たちは決して歩み

を止めてはならないのです。 

 

「国際財団の支援」 

 キャンペーン 100は、ライオンズクラブ国際財団が３億ドル達成を目指す３年間

の資金獲得キャンペーン。世界中のライオンズクラブの奉仕に力を与えることが目

的です。キャンペーン２年目に突入する今年、一人ひとりにできる範囲での寄付を

勧めることで、勢いを保ちたいところです。私たちが力を合わせれば、ライオンズ

クラブを最も必要とする地域社会に、長期的な変化と、いつまでも残る希望をもた

らすことができるのです。 
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ガバナー基本方針 

≪ ガバナースローガン ≫ 

地域を越えて  Ｗｅ Ｓｅｒｖｅ 
 

 

１． 国際会長の方針を尊重して活動します。 

 

２． 会員増強・会員維持に努力します。 

     特に若手会員・女性会員の増強に力を入れます。 

 

３． 青少年の健全育成に資する奉仕活動を推進します。 

 

４． ＹＣＥ活動を通して、国際感覚豊かな青少年の育成に努めます。 

 

５． 地域に根差した奉仕活動を推奨すると共に地域を越えた奉仕活動 

を推し進めます。 

 

６． ＬＣＩＦの啓蒙、推進に努めます。 

 

７． 献血・献眼を中心に保健福祉、環境保全活動を推進します。 
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2019～2020 ガバナーメッセージ 

 

平成から令和へ時代は移り、新しい時代の幕が開きました。令和の時代はど

のような世界なのか？期待は大きくなりますが、「物」から「心」に変化、進化

してもらいたいと思います。 

 国際協会は多様なプログラムをガバナーに求めています。そのひとつひとつ

に真摯に向き合い、メンバー１人１人に協力を求めて、微力を積み重ねて行く

覚悟です。ご支援、ご協力をお願い致します。 

 ガバナースローガン『地域を越えて ＷｅＳｅｒｖｅ』は、地域に根ざした活

動を実行しているクラブ、会員がその特定の地域の枠を越えて、連系、連帯し

た奉仕をしてほしいのです。飢餓に苦しんでいるアフリカの子供たちに直接食

料支援はできません。でも、ライオンズクラブではＬＣＩＦを通じてアフリカ

の子供たちに食料支援ができるのです。地域の枠を越えてできる奉仕はまだま

だあるのです。献血、献眼しかり、地域にしっかり根を張ったクラブであるこ

とが地域を越えて奉仕ができるのです。ライオンズクラブの１００年先を考え

ると今すべきことは会員増強、会員維持です。地区で純増１００人を達成する

には、４６０人の新会員を迎えなければなりません。これは４６０人の５～６

倍の方に声をかけなければできません。すなわち、地区のメンバー全員が最低

１人に声をかけて入会を勧めてほしいのです。できれば若い方に！女性の方

に！ 

●各リジョンに１支部、計７支部をつくろう！ 

 もちろん、クラブによってはそれは非常に難しいことであることも理解して

います。クラブ会長、ＺＣ、ＲＣが連絡を取り合って努力して下さい。 

 “努力せずして、成果なし” 
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●今年度より当地区では、アラート委員会の役割はＧＳＴが担当し、ＧＬＴ委

員会が果たします。昨年の西日本豪雨の教訓が生かされるよう、早い機会に研

修会を開催し、非常時の連絡網、炊き出しへの対応、援助物資の配布等、地元

での災害に迅速に対応できるよう準備を進めていただきます。 

●ＬＣＩＦ１００キャンペーンについては、クラブコーディネーターを中心に

お願いしていきます。すべてのクラブにＬＣＩＦに参加いただき、地区で１０

０人の方にＭＪＦをお願い致します。 

●ガバナーチームミーティングは、キャビネット会議の前とその中間の３回、

計７回開催して、チームのコミュニケーションを取りつつ、地区運営の継続性

を確保してまいります。 

各クラブが活発な奉仕活動を行い、会員一人一人が健康でご活躍されること

を祈念しております。 
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〜分け隔てない雄大な自然のように地域を越えて〜 

モチーフの雄大な雲は、出雲神話でスサノオが歌ったと云われる「八雲立つ 

出雲八重垣妻ごみに八重垣作るその八重垣を」の解釈から引用し、湧き上がる 

雄大な雲のように覆いかぶさり大切な人やモノを守り、尽くす「慈愛」や「奉 

仕の精神」を表しています。 

自然を神格化し、自然とともに生きる出雲地方の精神性をライオンズクラブ 

の奉仕の精神と重ね合わせてロゴマークで表現いたしました。誰にでも平等に 

分け隔てなく語りかける「雄大な自然」のモチーフを用いることでスローガン 

である「地域を越えて」にもリンクする表現になっているかと思います。 
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地区運営及び奉仕活動の重点 

１．地区キャビネットのあり方 

 地区内ライオンズクラブの融和協調を図るとともに、ライオニズムの高揚のために、ラ

イオンズクラブ国際協会の理念を基に、３３６複合地区ガバナー協議会の基本方針に従い、

３３６－Ｄ地区各クラブの要望に応えるべく、積極的な情報収集に努め、円滑なクラブ運

営となるよう指導していく。 
 
２．キャビネットの合理化の推進 

１）キャビネット運営の合理化を継続し、経費の節減を図る。 
２）各種会議を見直し簡素化を図る。 
３）各種会議の議事録を作成する。 
４）地区名誉顧問会議については、次年度キャビネット開局後、ガバナーの要請に応     

    じて開催する。 
 
３．事務の合理化 IT の活用 

IT を活用し、事務の簡素化を進める。 
１）キャビネット HP を活用し情報収集及び PR を実行する。 
２）ペーパーレス化を進める。 
○地区役員名簿・各種会議議案資料等の情報は、HP でデータの一元管理を行う。 
○情報のデータベース化・共有化を図り、時代に即したマルチデバイスへの対応を 

試行する。なお、必要と思われる書類に関しては、各クラブで印刷し使用する。 
 

 
経費削減に関する諸案 

 
●RC・ZC・各委員長の活動費は定額支給とし、活動計画を立案して担当副幹事を通じて必

要経費を請求する。 
●地区名誉顧問会議はキャビネット方針審査時と、適宜必要とした時に必要に応じてガバ

ナーの要請で開催する。（交通費・宿泊費支給） 
●地区名誉顧問の方々にキャビネット会議のご案内はいたします（第 1 回・第 4 回のみ交

通費・宿泊費支給）が、リジョン・ゾーンで会議等を開催するときは出席要請をする。（交

通費は不支給） 
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●地区名誉顧問の方で、辞退の申し出のあった方は元地区ガバナーとして処遇致します。 
●キャビネット会議前の地区常任名誉顧問会議は必要に応じてガバナーが開催する。 
●国際本部からダウンロードできる日本語資料は、ダウンロード先を明記して補足資料と

するので、出席者は必要と判断すれば各自でダウンロードしていただきたい。 
●キャビネットバッジは最低限作成する。 
●獅子吼は年２回発行し、各クラブのアクティビティ等は 336-D の HP で随時掲載する。 
●地区役員の名刺は委員以上作成する。 
●地区役員、クラブ三役の写真は各自提出のものを使用する。 
 

 
 
４．ガバナー公式訪問 

ガバナー公式訪問をゾ－ン単位の合同訪問とし、ゾーン内の融和を図り、各クラブの 
意見を聴取する 
１）節減のため、質素な形式にしながらも、共通の話題を語り合う。 
２）公式訪問前にクラブに対して質疑事項を送付し、訪問時口頭で回答する。 
３）公式訪問時に例会訪問を実施する。（希望） 
４）公式訪問の次第を事前に ZC へ伝達する。 

 
５．奉仕活動の改革 

 人口減少、地域の高齢化等も進み、従来とは異なる方法の奉仕活動、会員増強、エクス

テンション等が求められている。それぞれの地域にあったクラブ運営、奉仕活動事業等の

取り組みをしていただきたいと考えています。 
 
６．ＭＣ・情報 

 広報活動とは、会員及び地域社会に対してライオンズクラブの奉仕事業や活動を推進し、

ライオンズクラブ国際協会に関する情報を広め、協会のイメージの高揚に努めることであ

ります。地区での任務に当たるのは、地区ＭＣ委員長です。ＭＣ委員長はプログラムが正

しく伝えられるように、各委員長と密接に情報交換し協力していかなければなりません。IT
の固定化により、インターネットを活用し、情報をインプットし収集できるようになって

おります。各クラブの事務局においてもクラブ員各位に広く活用していただくよう推進を

お願いします。なお、普及してないクラブには、キャビネット事務局よりクラブ事務局を

通して対応します。 
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７．ＧＡＴ（グローバル・アクション・チーム） 

 グローバル・アクション・チームは、2017 年 7 月に開始され、グローバル会員増強チー

ム（GMT）グローバル指導力育成チーム（GLT）、に新たにグローバル奉仕チーム（GST）
を加えて、３つの重要な分野を結合した。日本の場合は、家族及び女性チーム（FWT）を

含めた４つのチームとなる。 
会員増強とドロップの防止、さらにエクステンションの推進を継承します。 
国際会長の方針・目標を見据え、会員増強を積極的に推し進め女性または若い会員のパ

ワーをクラブに持ち込み、そのクラブが奉仕を通じて新鮮で進化していくことを目標とし

ています。なお、退会者が出ないよう防止に向けてクラブ・ゾーンで事前に対処していた

だくようお願いいたします。 
１）GMT（グローバル会員増強チ－ム） 

会員維持のためドロップをなくす努力をすること、また、会員増強についても各クラ

ブを指導して下さい。 
２）GLT（グローバル指導力育成チーム） 

GMT と共同で未来のライオンズを担える人材を育成する為に研修会を開催し、その推

選を P・D・C・A で検証して参ります。 
３）GST（グローバル奉仕チーム） 

クラブが情報や資料を特定し、奉仕事業をより良いものにしてインパクトを高めるノ

ウハウを活用できるよう支援します。 
４）FWT（家族及び女性チーム） 

FWT コーディネーターと協力して会員増強に取り組み、支部結成を推し進め和やかな

中にもクラブの活性化を図って下さい。 
５）会員純増目標 
  リジョン・ゾーン単位で 5％以上、地区 100 人以上の目標として頂きたい。 
 
 
８．ＹＣＥ事業 

 ライオンズクラブＹＣＥ事業（交換学生）は、世界ライオンズとのネットワークで行わ

れており、交流により国際的視野を深め、世界平和へ貢献できる青少年健全育成を目的と

しているものです。今年も積極的に推進して行きましょう。 
 今期も副委員長を置き、通年にわたるアクティビティに連続性をもって対応する。 
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９．保健福祉環境保全「献眼・献血」 

 地区アクティビティスローガン「光と愛を」にあるように、献眼運動はライオンズクラ

ブの奉仕活動の主要テーマです。今年度も積極的に献眼登録を推進して行くと共に、献眼

発生時には敏速正確な対処を図るよう、研修会の開催等で理解を深めてまいります。 
 献血運動は日本に限らず、世界においても有数な献血推進団体として協力し、素晴らし

い成果を上げております。しかし、若年層の献血者が少ないとのデータが出ています。 
そうした状況を踏まえ、特に若年層への啓発を重点において、積極的に献血運動を展開し

ていただきたい。今年も引き続き、献眼・献血０クラブをなくす努力をお願いします。 
 
１０．ＬＣＩＦへの寄付金推進 

 LCIF はライオンズ国際財団と称し、寄付を受けた基金を運用して、大災害や緊急事態の

救済、その他世界的に人類の福祉に貢献することを目的とする財団です。 
LCIF への寄付金は、一人当たり１００ドルを目標とするキャンペーン１００の推進をして

いきます。 
MJF への寄付金は、有志によりますが各クラブより一人でも多くの方にお願いしたいと思

います。寄付金は１回１，０００ドルが単位です。地区内で１００口を目標とします。 
LCIF の交付金の活用については、クラブが理解を深めると共に、D 地区内から LCIF の助

成金を獲得できるアクティビティを申請できるように取り計らって参ります。 
 
１１．青少年健全育成 

◎青少年健全育成基金のお願い 
 各クラブの周年行事が展開されています。金額の多少を問わず周年行事アクティビティ

の一つとして、青少年健全育成基金への寄付をお願いします。 
 
【ライオンズクエスト】 
○青少年にライフスキルを 
 教師と生徒がともに模索しながら考え、青少年に生きる力（ライフスキル）を身につけ

させる教育のプログラムを支援することを目的にしています。われわれメンバーが教える

のではなく、特定非営利活動法人青少年育成支援フォーラムの普及活動を通じて、その指

導のための認定講師を派遣する活動の支援です。 
 
【薬物乱用防止】 
○薬物乱用の低年齢化防止 
 薬物乱用の低年齢化を防止するために、中学生、高校生を対象に「薬物乱用防止教室」

を展開していきます。またその際、ライオンズクラブ会員による薬物乱用防止教室認定講

師の派遣要請があった場合の対応に、認定講師の養成講座講習会を開催します。 
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１２．平和ポスターコンテスト 

 国際平和ポスターコンテストは、地域の子どもたちと共に、平和、寛容さ、国際理解を

推進する素晴らしい機会です。平和を考え、それが自分たちにとって何を意味するかを独

創的に表現し、そのビジョンを世界の人々と分かち合うことを１１歳から１３歳の子ども

たちに奨励します。各ライオンズクラブは、地元の学校又は、青少年組織団体でコンテス

トをスポンサーすることが出来ます。入賞作品を選んだら、次の段階の審査に進みます。 
（地区→複合地区→国際本部）国際入賞者はライオンズ誌及び国際協会のウェブサイトで

発表されます。各学校への PR を宜しくお願い致します。 
 
 
１３．奉仕デーの活用 

 １０月８日は世界ライオンズ奉仕デー（World Lions Service Day）です。各クラブで、

地域の方 （々ボランティア団体等）と協議し、事業や奉仕活動を積極的に推進して下さい。 
 
 



14 
 

地区の組織と役員・委員の任務について 
 
（１）目 的 

地区内のライオンズクラブの融和協調を図ると共に、ライオニズムを高揚するため

にライオンズクラブ国際協会の基本的活動方針に従い、地区内の各クラブの運営を

円滑ならしめることを目的とする。 

（２）キャビネット構成員 

１） 地区ガバナー、前地区ガバナー、第一・第二副地区ガバナー、地区名誉顧問

会議長、キャビネット幹事、キャビネット会計、および地区ＬＣＩＦ/ＧＬ

Ｔ/ＧＭＴ/ＧＳＴ/ＦＷＴコーディネーター、リジョン・チェアパーソン、ゾ

ーン・チェアパーソン 
２） 地区ガバナーが必要と認めて任命した下記委員長 

国際関係委員長、ＭＣ委員長、ＩＴ特別委員会委員長、ＹＣＥ委員長、保健

福祉環境保全委員長、青少年健全育成委員長 
３） その他地区ガバナーの任命する委員長、副幹事、副会計 

（注）複合地区会則第１７条・４により前年度の地区 YCE 委員長および地

区 IT 委員長は、必要があれば翌年度の８月３１日まで、翌年度の地区ガバ

ナーによって任命され実務に当たる。地区 YＣE 委員についても同じ。 

  （Ａ）地区ガバナー候補者の資格（国際付則第 9 条４項） 
    （ａ）所属単一地区または準地区内のグッド・スタンディングの正ライオンズク

ラブにおけるグッド・スタンディングの正会員であり、 
    （ｂ）所属クラブの推薦、あるいは所属単一地区または準地区内過半数のクラブ

の推薦を受け、 
    （ｃ）現在、所属地区の第一副地区ガバナーを務めている者でなければならない。 
     （ｄ）現第一副地区ガバナーが地区ガバナーに立候補しない場合にのみ、ある

いは地区大会の際に第一副地区ガバナー職が空席である場合のみ、本付則

又は会則に定められている通りに第二副地区ガバナーの条件を満たして

おり、現在地区キャビネット構成員として追加に１年務めたクラブ会員は

誰でも、上記（ｃ）項の条件をみたしている。 

（Ｂ）第一副地区ガバナー候補者の資格（国際付則 9 条 6 項（ｂ）） 
（１）所属単一又は準地区内のグッド・スタンディングの正ライオンズクラブ

におけるグッド・スタンディングの正会員であり、 
（２）所属クラブの推薦、あるいは所属単一又は準地区内の過半数のクラブの

推薦を受け、 
（３）現在、所属地区の第二副地区ガバナーを務めている者でなければならな

い。 
（４）現職の第二副地区ガバナーが第一副地区ガバナーに立候補しない場合に

のみ、あるいは地区大会の際に第二副地区ガバナー職が空席である場合

にのみ、本付則又は会則に定められている通りに第二副地区ガバナーの

条件を満たしているクラブ会員は誰でも上記（3）項の条件を満たして

いるものとする。 
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（Ｃ）第二副地区ガバナー候補者の資格（国際付則 9 条 6 項（ｃ）） 

（１）所属単一又は準地区内のグッド・スタンディングの正ライオンズクラブ

におけるグッド・スタンディングの正会員であり、 
（２）所属クラブの推薦、あるいは所属単一又は準地区内の過半数のクラブの

推薦を受け、 
（３）第二副地区ガバナー就任の時点で、 
 （ａ）クラブ会長を全期又は過半の期間、そして理事会構成員としてさらに

２年以上務め、かつ 
 （ｂ）ゾーン・チェアパーソン又はリジョン・チェアパーソンあるいはキャ

ビネット幹事及び（又は）会計として全期又は過半の期間務めた者でな

ければならない。 
 （ｃ）上記のいずれも、同時に達成させることはできない。 

 
 
（３）機 能 

  １）地区キャビネットは前記 １）に示される構成員をもって構成される。 
キャビネット構成員は地区役員となる。 

前地区ガバナー、第一・第二副地区ガバナー以外のキャビネット構成員は、地区

ガバナーによって任命される。 
地区委員は、必要に応じて地区ガバナーによって任命される。 

  ２）キャビネットは地区運営方針を協議決定し、実行する。 
  ３）キャビネットの会議は複合地区会則の規定によって開かれる。 

４） 地区ガバナーは、キャビネット会議を主宰する。 
定例会議は年４回とし、その他必要に応じて開くことができる。これらの会議で

は、地区ガバナー、前地区ガバナー、第一第二副地区ガバナー、地区名誉顧問会

議長、キャビネット幹事、キャビネット会計、地区ＬＣＩＦ/ＧＬＴ/ＧＭＴ/ＧＳ

Ｔ/ＦＷＴコーディネーター、リジョン・チェアパーソン、ゾーン・チェアパーソ

ン、地区委員長に投票権が与えられる。 
３３６－Ｄ地区においては、第１回と第４回はキャビネット所在地、第２回は前

キャビネット所在地、第３回は次期キャビネット候補地において開催する慣習と

なっている。 
５） 地区名誉顧問会 

従前の例により、地区ガバナーが委嘱した名誉顧問をもって構成する。 
常任名誉顧問は原則として地区名誉顧問会議長を含め、直近地区ガバナーを務め

た４名とする。 
常任名誉顧問は主として、キャビネット会議の議事に関して地区ガバナーの諮

問に答え、地区行政の円滑化を図るため、必要に応じて常任名誉顧問会を開催す

る。元国際理事は相談役として会議に出席する。 
６） 地区ガバナーはキャビネット構成員以外の者を、必要に応じて会議に招集し諮

問することができる。 
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①リジョン・チェアパーソン（国際付則第 10 条第 2 項（ｄ）） 

リジョン・チェアパーソン（以下ＲＣという）は地区ガバナーの指導監督のもとに、

リジョンの最高運営責任者となる。具体的な任務は次の通りである。 
（１）本協会の目的を推進する。 
（２）リジョン内のゾーン・チェアパーソンの活動並びに地区ガバナーの任命する地区委

員長の活動を監督する。 
（３）地区内における新クラブ結成及びクラブ強化を含む会員増強に積極的役割を果たす。 
（４）クラブ・レベルにおける指導者育成に積極的役割を果たす。 
（５）地区役員マニュアル及びその他を通して国際理事会が要求するその他任務を遂行す

る。 
 
②ゾーン・チェアパーソン（国際付則第１０条第２項（ｅ）） 

ゾーン・チェアパーソン（以下ＺＣという）は地区ガバナー及びＲＣの指導監督のも

とに、ゾーンの最高運営責任者となる。具体的な任務は次の通りである。 
（１）本協会の目的を推進する。 
（２）ゾーン内における地区ガバナー諮問委員会委員長を務め、同委員長として同委員会

の定例会議を招集する。 
（３）新クラブ結成を含む会員増強に積極的役割を果たす。 
（４）クラブ・レベルにおける指導者育成に積極的役割を果たす。 
（５）地区役員マニュアル及びその他を通して国際理事会が要求するその他任務を遂行す

る。 
 
③地区委員長 
 地区委員長はキャビネットの構成員として、地区ガバナーの指揮のもとに、担当分野の

政策立案、推進に当たると共に、キャビネットにおける専門分野のスタッフとして、ガ

バナーを補佐する。 
地区委員長の性格付に伴って、次の点が明確になります。 

（イ） 奉仕作業の実施主体は、単一クラブであり、キャビネットは指導、推進の立場にあ

ります。 
（ロ） 単一クラブとキャビネットを結ぶラインは、リジョンの運営責任者であるＲＣとゾ

ーンの運営責任者であるＺＣであります。 
（ハ） 各種委員会の施策推進に当たっては、地区委員長（含地区委員）とＲＣ、ＺＣの連

携によって行われます。 
（ニ） 従って単一クラブへの指導は、原則としてＺＣを通じて行われます。 
（ホ） 地区委員長は、自ら政策を立案し、キャビネット会議に提案します。決定した 

事項のクラブへの対応はＲＣ、ＺＣのルートを通じるのが本来のあり方です。 
お互いによく連携し、骨身を惜しまず行動することが大切でしょう。 
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④地区委員 
 地区委員は、キャビネット構成員に該当しないので、地区役員ではありませんが、地区

委員会活動を活発にする重要な役割を担います。 
（イ） 地区委員は各種地区委員会を構成する委員です。従って地区委員長に直属し、その

指示を受けます。 
（ロ） 地区委員は担当リジョンを定めて、そのリジョンから任命されるケースが多いよう

ですが、その委員会の各リジョンを担当する役目だという考えは基本的になくした

方がよいでしょう。 
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2019～2020 年 委員会構成・略称表 

 

 

委員会名 所属委員会 

国 際 関 係 委 員 会 

（LCIF ｷｬﾝﾍﾟｰﾝｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ） 
（ L C I F ｺ ｰ ﾃ ﾞ ｨ ﾈ ｰ ﾀ ｰ ） 

国際関係・LCIF・MJF・LCIF ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ 

Ｇ Ｌ Ｔ 委 員 会 

（ G L T ｺ ｰ ﾃ ﾞ ｨ ﾈ ｰ ﾀ ｰ ） 
（ G S T ｺ ｰ ﾃ ﾞ ｨ ﾈ ｰ ﾀ ｰ ） 

指導力育成・IT 特別委員会・GST・アラート 

Ｇ Ｍ Ｔ 委 員 会 

（ G M T ｺ ｰ ﾃ ﾞ ｨ ﾈ ｰ ﾀ ｰ ） 
（ F W T ｺ ｰ ﾃ ﾞ ｨ ﾈ ｰ ﾀ ｰ ） 

会員・会員増強・会則・女性および家族会員増強・ 

エクステンション・運営マニュアル・会員維持・ 

レオ・ライオネス・クラブ支部 

Ｍ Ｃ 委 員 会 
MC・ライオンズ情報・獅子吼・会則・ 

大会参加・プロトコール 

Ｙ Ｃ Ｅ 委 員 会 ＹＥ・キャンプ 

保健福祉環境保全委員会 
献眼・献血・視聴覚言語障がい者福祉・糖尿病・ 

保健福祉・環境保全 

青少年健全育成委員会 
薬物乱用防止・児童福祉・ライオンズクエスト・ 

平和ポスター 
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2019年 7月 11日 

D キ 発 第 2 号 

各ライオンズクラブ会長 様 
ライオンズクラブ国際協会３３６－Ｄ地区 

ガバナー 福代 明正 
 

委嘱状の伝達について 

 
拝啓 盛夏の候、貴クラブにおかれましては、ますますご清祥のこととお慶び申し

上げます。 
 さて、今般ライオンズクラブ国際協会 336-D 地区 2019～2020 年度 名誉顧問の 
委嘱状をお送りいたしますので、会長様よりクラブ例会に於いてご本人に伝達してく

ださいますようお願い致します。 
 今後とも地区運営につきまして、格別のご配慮とご協力を賜ります様、よろしくお

願い申し上げます。 
敬具 

 
 

2019年 7月 11日 

D キ 発 第 3 号 

各ライオンズクラブ会長 様 
ライオンズクラブ国際協会３３６－Ｄ地区 

ガバナー 福代 明正 
 

任命書の伝達について 

 
拝啓 盛夏の候、貴クラブにおかれましては、ますますご清祥のこととお慶び申し

上げます。 
 さて、今般ライオンズクラブ国際協会 336-D 地区 2019～2020 年度 地区役員・委

員を選出していただき、厚く御礼申し上げます。任命書をお送りいたしますので、会

長様よりクラブ例会に於いてご本人に伝達してくださいますようお願い致します。 
 今後とも地区運営につきまして、格別のご配慮とご協力を賜ります様、よろしくお

願い申し上げます。 
敬具 
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地区会計監査委員の任期について 

 
地区会計監査委員については、キャビネットローテーションにのっとって、 3 年前

キャビネットをもったリジョンから任期 1 年の委員を、 また 2 年前のキャビネットを

もったリジョンから任期 2 年の委員を任命し、以後ローテーション順に任期 2 年の委員

を選出することにする。また、監査委員の資格は地区役員経験者で、会計に精通した委

員の選出が望ましい。 

注)1996～97 より実施 

2019～2020 年度 336-D 地区会計監査委員を以下の方に委嘱いたしました。 

           ・菊川 尊樹  （岩国桜ライオンズクラブ） 

           ・小谷 典弘  （浜 田ライオンズクラブ） 

 
 

地区 YCE 委員長の任期及び経費負担について 

 
YCE プログラムの大部分が夏期休暇を利用している関係上、地区 YCE 委員長は、当

年度の YCE プログラム実施中に交替することになる。これを避けるため、地区 YCE

委員長は複合地区会則第 17 条 4 により、必要があれば翌年度の 8 月 31 日まで、翌年

度の地区ガバナーによって実行委員長として任命され、実務に当たる。 

 以上により、従来は会計年度〆切後に前キャビネットが一部経費負担する慣習になっ

ていたが、2002～2003 年度より廃止し、地区役員の任期に合せて、引継ぎ及び会計処

理を行うこととする。 

 上記については 2019～2020 年度も継続とする。併せて、YCE 夏期ミニキャンプを

地区 YCE 委員長が計画する際、特に予算については翌年度の地区ガバナーに報告し、

確認をとりながら編成することとする。 

また、副委員長をおき事業の円滑な引継ぎを行うものとする。 
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336複合地区第 66回年次大会 

 ・日 程：2020年 5月 24日（日） 

 ・開 催 場 所：高知県立県民文化ホール（高知市） 

 ・ホストクラブ：336-A地区（6R・7Rの 31クラブ） 

 ・大会委員 長：酒井陽典（さかいようすけ）〔高知柏 LC〕 

上記、2019年 6月 14日 第 5回ｶﾞﾊﾞﾅｰ協議会で報告された。 
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地 区 名 誉 顧 問 会 内 規 

 
 

1. 目的 
３３６－D 地区に複合地区２１条による地区名誉顧問会を設ける。 
 

2. 構成 
（１） 地区名誉顧問会は当分の間、従前の例により地区ガバナ－が任命した名誉顧問

をもって構成する。 
（２） 地区名誉顧問会議長には、原則として前地区ガバナ－を任命する。 

但し、前地区ガバナ－に支障がある場合は最も新しい元地区ガバナ－を任命す

る。 
（３） 地区名誉顧問会議長は、複合地区会則第１７条によりキャビネット構成員とな

る。 
3. 任務 
（１） 地区の調和を図る 
（２） 地区ガバナ－の依頼する問題の解明に協力する。 
4. 常任名誉顧問 

地区名誉顧問会に別に定めるところによる常任名誉顧問を置く。 
 

5. 運営 
（１） 地区名誉顧問会は、地区ガバナ－の要請により毎年度キャビネット方針案審査

時と適宜必要とした時議長が招集し、主宰する。 
（２） 会議の出席者は地区名誉顧問・地区ガバナ－のほか、キャビネット幹事・キャ

ビネット会計及び地区ガバナ－の要請するものとする。 
（３） 会議の議事要録の作成、必要事項のキャビネット会議への報告、その他必要な

事項はキャビネット幹事が措置する。 
（４） 運営に要する経費は、キャビネットにおいて地区運営会計収支予算に計上する。 
6. 内規の改廃 

この内規の改正または廃止は、キャビネット会議の決議によるものとする。 
7. 附則 

この内規は２０１２年４月２８日から施行する。 
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地区常任名誉顧問に関する内規 

 
 
 

1. 地区名誉顧問会内規４に基づき、常任名誉顧問を置く。 
 

2. 常任名誉顧問は原則として、地区名誉顧問会議長を含め、直近ガバナ－を務

めた４名とする。 
 

3. 常任名誉顧問は、主としてキャビネット会議の議事に関して地区ガバナ－の

諮問に答え、地区行政の円滑化を図るために必要に応じて常任名誉顧問会を

開催する。 
 

4. 会議は原則としてキャビネット会議開催時に地区ガバナ－が招集する。 
 

5. 地区名誉顧問会議長は会議の議長となる。 
 

6. 元国際理事は相談役として会議に出席する。 
 

7. この内規は２０１２年４月２８日から施行する。 
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次 期 地 区 役 員 ・ 委 員 推 薦 要 領 
 
地区役員・委員は、複合地区会則に基づき地区ガバナーが任命するものであるが、

次期地区ガバナー・キャビネットの構成を円滑にするためこの要領により推薦する。 
 

1. 地区ガバナー・エレクト予定者が決まり次第、直ちに地区ガバナーと、地区ガバナ

ー・エレクト予定者は連名で、次期地区役員・委員の推薦依頼をリジョンチェアパ

ーソン宛に行う。 
 
2. リジョンチェアパーソンは直ちにリジョン内地区役員・委員の出席するリジョン会

議を開き、地区ガバナー・エレクトの意を伝え、各役職ごとに推薦クラブを決定し、

ゾーンチェアパーソンを通じてクラブに依頼する。 
 

3. クラブ会長は、クラブ指名会までに理事会を開いて適任者を決め、３月１５日まで

に推薦書並びに経歴書を、ゾーンチェアパーソンを経てリジョンチェアパーソンに

提出する。但しキャビネット幹事・会計・副幹事・副会計は、地区ガバナー・エレ

クト予定者が直接人選し、クラブに依頼する。 
 
4. リジョンチェアパーソンは推薦書の内容を確認し、必要があれば調整の上、遅くと

も３月末日までに取りまとめてキャビネット幹事宛に送付する。 
 
5. キャビネット幹事は地区ガバナーに報告すると共に、地区年次大会で地区ガバナ

ー・エレクトが選任されるのを待って次期へ送付する。 
 
6. 以上の推薦にあたっては、特に下記に留意する。 

リジョンチェアパーソンはリジョンの運営責任者としてガバナーの重要な補佐役

である。その意味からリジョンチェアパーソンは候補者推薦に当たっては、ゾーン

チェアパーソン、或いは地区役員の経験者が望ましい。又、リジョンチェアパーソ

ンはキャビネット幹事、会計と共に、地区ガバナーの有力候補となり得る人格、見

識を備えた人が望まれる。 
 

7. ゾーンチェアパーソンはゾーン運営の責任者であり、ライオンズ組織の重要な要で

ある。 
特にゾーン内の各クラブの指導に、充分な力を発揮し得る能力を備えた人物を選ぶ

べきで、クラブ会長経験者が望ましい。 
 
 
 

 



全般 国際関係・ＬＣＩＦ

分
担
す
る
業
務

●名誉顧問会・RC・ＺＣ会議に関 ●地区大会予算の業務 　全般において研修 　図る

泉　　基由

所属LC 出雲中央 出雲中央 下関 出雲レークヒル

キャビネット業務分担表
分担表①

役職
幹事 会計 副幹事 副幹事

矢田二三夫 森山　　茂 松岡寿一郎

関
係
委
員
会

全般 全般

●マンスリーレポートの点検・集計 ●地区監査委員との連絡業務 　関する情報収集 　業務

●審査・表彰決定の作成 ●ガバナー経費の請求 ●ＬＣＩＦ・MJFに関する啓蒙活動 ●国際関係、ＬＣＩＦ、ＭＪＦに関する

●地区運営全般の統括 ●地区予算・決算関係業務の統括 ●次期キャビネット立ち上げに ●担当委員長と連絡を密にとり

　する業務 ●各クラブの財政状況の把握 ●現キャビネット幹事補佐 ●各クラブのアクティビティ等の

●地区役員研修会に関する業務 ●各クラブの出納事務の指導 ●会員増強・エクステンションに 　全ての集計、資料管理に関する

●各種会合・委員会・研修会準備 ●事務局会計業務の統括 　向けて幹事業務・会計業務等 　委員長を補佐し活動の推進を

●地区行事計画の作成業務 ●拠出金の出納業務 　議事録の作成

●クラブ周年行事に関する業務 ●通年４年度の年次大会での会計 ●担当委員会の会議等の会場

●キャビネット事務局の運営管理 ●旅費・慶弔の出納事務 ●ＹCＥ事業の継承活動 　業務及び集計

●諮問委員会関係 ●特別会計文書の発信 ●献眼・献血に関する啓蒙活動 ●会議、研修会等の資料作成、

　クラブ三役の名簿作成業務

●文書の発信

●地区組織表作成業務 　監査報告 　の手配、設営に関する業務

●キャビネット構成委員・名誉顧問・ ●その他、国際関係に関する業務

　関する業務

●キャビネット局内会議の連絡

●諸会議の案内・出欠及び記録に

※次年度国際関係委員長

※複合地区運営委員 ※２年後年度から２年間監査委員

協
力
業
務

　≪全員が協力する業務≫

　１．全ての行事計画に関する業務

　2．予算案に関する業務

　3．公式訪問に関する業務

　4．キャビネット会議・地区名誉顧問会議等の諸案作成

　5．地区年次大会、代議員会に関する一切の業務

　6．キャビネット局内会議の連絡・調整・点検の協議を行う体制の構築

　7．ＯＳＥＡＬ・国際大会の代議員の出席推奨と督励

　8．その他必要に応じて全員で協力体制の構築
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役職
副幹事 副幹事 副幹事 副幹事

長岡　秀治 板倉　正美

分担表②

　図る 　図る

内藤　晴夫 岡　　正雄

所属LC 斐川 出雲南 出雲中央 出雲中央

●地区年次大会誌の発行業務・ ●担当委員会出席と活動の把握

関
係
委
員
会

ＧＬＴ・ＩＴ ＧＭＴ・ＦＷＴ Ｍ　Ｃ ＹＣＥ

分
担
す
る
業
務

●担当委員長と連絡を密にとり ●担当委員長と連絡を密にとり ●担当委員長と連絡を密にとる ●担当委員長と連絡を密にとる

●会議、研修会等の資料作成、 ●会議、研修会等の資料作成、 ●地区誌・キャビネット情報誌の ●ＹＣＥの計画立案の補助業務

　議事録の作成 　議事録の作成 　発行業務 ●派遣・受入の旅程・336受入窓

　委員長を補佐し活動の推進を 　委員長を補佐し活動の推進を ●PRに関する事業 ●ＹＣＥに関するすべてについて

　協議会及び地区ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰの 　業務補佐 　集並びにＰＲ 　を呼び掛ける

　業務補佐 ●家族・女性会員に関する業務補佐 ●マンスリーレポートの点検指導

●ライオンズ情報に関する業務 　委員長を補佐し連絡・調整業務

　★ＧＬＴ ●ＧMＴに関する複合地区ガバナー 　地区運営に関する幹事補佐 ●キャンプの企画・運営

●ＧＬＴに関する複合地区ガバナー 　協議会及び地区ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰの
●国際大会等各種大会の情報
収

●レオクラブにキャンプへの参
加

●担当委員会の会議等の会場 ●担当委員会の会議等の会場 ●ＨＰ立上げと各種更新業務 　口調整業務

　の手配、設営に関する業務 　の手配、設営に関する業務

　eＭＭＲとのリンク業務 ●支部の設立

●各クラブＩＴ導入の指導・援助

●指導力向上に関する業務補佐 ●会員拡大・大会防止への積極的 ●担当会議等の指導・出席者確認

●ライオンズクラブ国際協会の 　指導 ●報道機関への連絡と取材対応

●マンスリーレポートの点検指導

●緊急援助支援金申請に関する

●議事録・各種会議資料のペーパ

　－レス化の推進業務

　業務

●ｱﾗｰﾄに関する業務

協
力
業
務

　≪全員が協力する業務≫

　１．全ての行事計画に関する業務

　2．予算案に関する業務

　3．公式訪問に関する業務

　4．キャビネット会議・地区名誉顧問会議等の諸案作成

　5．地区年次大会、代議員会に関する一切の業務

　6．キャビネット局内会議の連絡・調整・点検の協議を行う体制の構築

　7．ＯＳＥＡＬ・国際大会の代議員の出席推奨と督励

　8．その他必要に応じて全員で協力体制の構築
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役職
副幹事 副幹事 副幹事 副幹事

日下　眞二 出雲　正樹

分担表③

　聴覚言語障がい・糖尿病・小児 ●ライオンズクエストに関する業務

伊東　　隆 三宅スミ子

所属LC 出雲中央 出雲 出雲中央 出雲中央

関
係
委
員
会

保健福祉環境保全 青少年健全育成 地区年次大会 地区年次大会

分
担
す
る
業
務

●担当委員長と連絡を密にとる ●担当委員長と連絡を密にとる ●大会委員長を補佐し大会全般を ●大会委員長を補佐し大会全般を

　がん・環境保全に関する業務 ●レオクラブに関する業務

●担当委員会出席と活動の把握 ●薬物乱用防止に関する業務

●献眼・献血・視覚障がい福祉・ ●青少年健全育成に関する業務 　サポートする 　サポートする

●会議、研修会等の資料作成、 ●平和ポスターに関する業務

　議事録の作成 ●スペシャルオリンピックスに関する業務

協
力
業
務

　≪全員が協力する業務≫

　１．全ての行事計画に関する業務

　2．予算案に関する業務

　3．公式訪問に関する業務

　4．キャビネット会議・地区名誉顧問会議等の諸案作成

　5．地区年次大会、代議員会に関する一切の業務

　6．キャビネット局内会議の連絡・調整・点検の協議を行う体制の構築

　7．ＯＳＥＡＬ・国際大会の代議員の出席推奨と督励

　8．その他必要に応じて全員で協力体制の構築
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役職
副会計 事務局長 副事務局長 大会委員長

平井　　昇 三原　一郎

分担表④

●地区会計の出納業務 　サポートする

重本　泰徳 内村　順亮

所属LC 出雲中央 出雲中央 出雲中央 出雲中央

関
係
委
員
会

副会計 全般 全般 地区年次大会

分
担
す
る
業
務

●地区会計予算・決算書作成 ●現キャビネット幹事補佐 ●現キャビネット幹事補佐 ●地区年次大会計画業務全般

●地区大会費会計の予算・決算書

　の作成

●地区会計月別決算書の作成 ●大会委員長を補佐し大会全般を ●大会委員長を補佐し大会全般を ●大会当日の歓迎挨拶

　業務

●ガバナー経費の請求業務

　サポートする ●大会の企画・立案

●地区大会関係業務

●地区大会誌発行に関する

●地区大会会計の出納業務

●特別会計の予算・決算書の作成

●地区ガバナーバッジ等

　資産の管理業務

●旅費・慶弔費の出納業務

●各特別会計文書の発行

協
力
業
務

　≪全員が協力する業務≫

　１．全ての行事計画に関する業務

　2．予算案に関する業務

　3．公式訪問に関する業務

　4．キャビネット会議・地区名誉顧問会議等の諸案作成

　5．地区年次大会、代議員会に関する一切の業務

　6．キャビネット局内会議の連絡・調整・点検の協議を行う体制の構築

　7．ＯＳＥＡＬ・国際大会の代議員の出席推奨と督励

　8．その他必要に応じて全員で協力体制の構築
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【担当業務】

関
係
委
員
会

分
担
す
る
業
務

所属LC

役職

分担表⑤

協
力
業
務

ＰＲ

　4．キャビネット会議・地区名誉顧問会議等の諸案作成

　5．地区年次大会、代議員会に関する一切の業務

　6．キャビネット局内会議の連絡・調整・点検の協議を行う体制の構築

　7．ＯＳＥＡＬ・国際大会の代議員の出席推奨と督励

　8．その他必要に応じて全員で協力体制の構築

　≪全員が協力する業務≫

　１．全ての行事計画に関する業務

　2．予算案に関する業務

救護

式典（記念品）

祝宴（アトラクション）

会場設営

大会誌

来賓接待

お茶席

登録受付

宿泊

大会副委員長

林　　謙三

出雲中央

地区年次大会

●大会委員長を補佐し

　大会全般をサポートする

●大会の企画・立案

●大会の実施

代議員会（分科会）

ゴルフ

大会副委員長 大会副委員長

安田　秀晋

斐川

地区年次大会

●大会委員長を補佐し

　大会全般をサポートする

板倉　靖夫

出雲

地区年次大会

●大会委員長を補佐し

　大会全般をサポートする

大会副委員長

柳楽　　計

出雲南

地区年次大会

●大会委員長を補佐し

　大会全般をサポートする

大会副委員長

山城　賢一

出雲レークヒル

地区年次大会

●大会委員長を補佐し

　大会全般をサポートする

交通

駐車場

協賛出店

出店

　3．公式訪問に関する業務
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３３６－Ｄ地区 リジョン連絡会議ガイドライン 

 
これまでも各リジョンでは、役員連絡会議等の名目で開催されていたとは思いますが、

ここにモデルケースとしての、会議のガイドラインを提案いたしましたので、内容を

よくご理解の上、運営していただくようお願いいたします。 
 
（１） 目的 

リジョン連絡会議はガバナーの方針に則り、リジョン内の各クラブの円滑な運

営と、地区委員会のそれぞれの方針、計画、実施を当該リジョン内へ浸透させ

ることを目的に、報告、連絡、活動報告の検討、決定等を行います。 
 
（２） 主催者 

ＲＣが主催します。 
 
（３） 出席者 

ＲＣ及び当該リジョン所属の各ＺＣ・地区委員長・各地区委員及びその他の関

係者（地区名誉顧問及び地区役員等）の出席を特に求めてその助言を受けます。 
 

（４） 会議運営 
ＲＣは各ＺＣ・各地区委員会及びそれぞれの方針・計画等について、全員の報

告・連絡を重視し、各々について全員が理解を深めるように運営します。 
本会議は年間に４回は最低必要と考えられます。 
 

（５） 会議内容（参考例） 
○新年度ガバナー地区運営基本方針の確認並びに、年間活動計画（案）の作成・

研修会準備・連携活動についての相互連絡・新旧役員の引継ぎ会・その他。 
○ガバナー公式訪問準備・第１回諮問委員会準備・クラブ訪問計画・報告・相互

連絡・連携活動等・その他。 
○第２回諮問委員会準備・報告・相互連絡・連携活動・その他。 
○ガバナーズアワードについての準備・第３回諮問委員会準備・報告・相互連絡・

連携活動等・各当初計画の達成・未達成の確認とその対処・その他。 
○次回地区委員推薦決定会議・次期への引継ぎ資料の準備についての報告・相互

連絡・連携活動等・その他。 
○新旧役員引継ぎ（引継ぎ・申し送り事項等は、必ず資料作成し、書面で次期担

当者へ引き渡す） 



①　従来の実績

３０２－Ｗ－４

年度 64～65 65～66 67～68 69～70 70～71 73～74 74～75

リジョン 4R 1R 7R 3R 5R 2R 5R

３３６－D

年度 76～77 77～78 78～79 79～80 80～81 81～82 82～83 83～84 84～85 85～86 86～87

リジョン 6R 7R 3R 5R 4R 1R 6R 5R 3R 4R 7R

年度 87～88 88～89 89～90 90～91 91～92 92～93 93～94 94～95 95～96 96～97 97～98

リジョン 2R 6R 5R 1R 4R 7R 3R 6R 5R 2R 4R

年度 98～99 99～00 00～01 01～02 02～03 03～04 04～05 05～06 06～07 07～08 08～09

リジョン １R 7R 6R 5R 1R 5R 3R 7R 2R 6R 5R

年度 09～10 10～11 11～12 12～13 13～14 14～15 15～16 16～17 17～18 18～19 19～20

リジョン 1R 4R 3R 7R 1R 6R 1R 4Ｒ 3R 5R 2R

当地区では従来はガバナ－選出につき、県別を考慮し実施してきたが、

リジョンによるロ－テ－ションがより合理的であるので、将来の予定を次の如く設定した。

☆リジョン・ロ－テ－ション

島根県 3R 2R 1R 3R

山口県 4R 7R 6R 5R

②　今後のロ－テ－ション

年度 20～21 21～22 22～23 23～24 24～25 25～26 26～27 27～28 28～29 29～30

リジョン 7R 1R 6R 3R 5R 2R 4R 1R 7R 3R

出雲中央

クラブ

キャビネット・ロ－テ－ションについて

下関東萩

山口出雲徳山浜田下関松江岩国

徳山東山陽松江柳井防府江津

出雲中央

防府
ゴ－ルデン

浜田亀山

益田
あけぼの

松江

出雲 山陽

岩国桜 浜田 光

クラブ 下関西岩国益田

萩 松江葵

宇部とき
わ

松江湖城

松江湖城 下関響灘 宇部新川

クラブ 東出雲 岩国錦 下関北

岩国錦

山口

防府
ゴールデン

クラブ 出雲 宇部 下松 柳井 浜田

クラブ 松江葵 下関東 山口 下関
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MJF献金 MJF数 その他献金 MJF献金 MJF数 その他献金 LCIF総合計

下松 0 0 0 114,000 1 211,500 325,500

徳山 0 0 0 339,000 3 142,650 481,650

光 0 0 0 565,000 5 523,300 1,088,300

新南陽 0 0 0 109,000 1 53,850 162,850

徳山イースト 0 0 0 0 0 179,800 179,800

徳山中央 0 0 0 342,000 3 438,600 780,600

下松中央 0 0 0 453,000 4 729,200 1,182,200

周南 0 0 0 0 0 116,910 116,910

新南陽若山 0 0 0 0 0 125,300 125,300

Z小計 0 0 0 1,922,000 17 2,521,110 4,443,110

山口 0 0 0 113,000 1 154,500 267,500

防府 0 0 0 333,000 3 287,120 620,120

防府中央 0 0 0 0 0 124,080 124,080

山口西京 0 0 0 109,000 1 139,950 248,950

山口中央 0 0 0 0 0 87,280 87,280

Z小計 0 0 0 555,000 5 792,930 1,347,930

R合計 0 0 0 2,477,000 22 3,314,040 5,791,040

宇部 0 0 0 555,000 5 179,720 734,720

宇部ときわ 0 0 0 0 0 29,380 29,380

宇部新川 0 0 0 0 0 341,486 341,486

宇部かたばみ 0 0 0 339,000 3 471,040 810,040

宇部サルビア 0 0 0 333,000 3 103,120 436,120

宇部ハーモニー 0 0 0 111,000 1 84,000 195,000

Z小計 0 0 0 1,338,000 12 1,208,746 2,546,746

小野田 0 0 0 109,000 1 112,599 221,599

美祢 0 0 0 0 0 112,820 112,820

山陽 0 0 0 0 0 92,220 92,220

楠 0 0 0 342,000 3 60,480 402,480

Z小計 0 0 0 451,000 4 378,119 829,119

萩 0 0 0 218,000 2 219,480 437,480

長門 0 0 0 109,000 1 169,200 278,200

秋芳 0 0 0 0 0 24,200 24,200

Z小計 0 0 0 327,000 3 412,880 739,880

R合計 0 0 0 2,116,000 19 1,999,745 4,115,745

下関 0 0 0 440,000 4 55,500 495,500

下関イースト 0 0 0 110,000 1 117,540 227,540

下関ウエスト 0 0 0 0 0 112,740 112,740

下関長府 0 0 0 0 0 85,060 85,060

下関ノース 0 0 0 114,000 1 154,320 268,320

下関響灘 0 0 0 0 0 100,000 100,000

下関新下関 0 0 0 0 0 111,312 111,312

下関維新 0 0 0 0 0 29,000 29,000

Z小計 0 0 0 664,000 6 765,472 1,429,472

豊浦 0 0 0 0 0 66,960 66,960

豊田山口 0 0 0 0 0 46,360 46,360

菊川 0 0 0 0 0 81,840 81,840

豊北 0 0 0 113,000 1 90,240 203,240

下関中央 0 0 0 0 0 44,640 44,640

Z小計 0 0 0 113,000 1 330,040 443,040

R合計 0 0 0 777,000 7 1,095,512 1,872,512

109,000 1 395,900 12,705,000 114 16,222,262 28,927,262

R Z クラブ名
6月 合計
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R Z クラブ名 期首 転入 再入 新入 転出 死亡 退会 6月末 増減

大島オレンジ 20 0 0 1 0 0 0 21 1

平生 10 0 0 0 0 0 0 10 0

大島中央 14 0 0 0 1 0 0 13 -1

Z小計 127 0 0 6 1 0 8 124 -3

R合計 250 0 0 13 2 0 17 244 -6

下松 30 0 1 0 0 0 0 31 1

徳山 25 0 0 4 0 0 9 20 -5

光 48 0 0 5 0 2 9 42 -6

新南陽 27 1 1 3 0 2 4 26 -1

徳山イースト 17 0 0 0 0 0 17 0 -17

徳山中央 33 1 0 3 0 0 2 35 2

下松中央 31 0 0 1 0 0 4 28 -3

周南 17 0 0 1 0 0 1 17 0

新南陽若山 20 0 0 3 0 0 0 23 3

Z小計 248 2 2 20 0 4 46 222 -26

山口 44 0 0 5 0 1 4 44 0

防府 51 0 0 3 1 0 5 48 -3

防府中央 50 0 0 1 0 0 7 44 -6

山口西京 23 0 3 1 0 0 1 26 3

山口中央 30 0 0 1 0 0 0 31 1

Z小計 198 0 3 11 1 1 17 193 -5

R合計 446 2 5 31 1 5 63 415 -31

宇部 64 0 0 3 0 0 1 66 2

宇部ときわ 15 0 0 0 0 0 2 13 -2

宇部新川 46 0 0 1 0 0 1 46 0

宇部かたばみ 28 1 0 0 0 0 1 28 0

宇部サルビア 34 0 0 1 0 0 8 27 -7

宇部ハーモニー 19 0 0 2 0 0 0 21 2

Z小計 206 1 0 7 0 0 13 201 -5

小野田 31 1 0 0 0 0 6 26 -5

美祢 32 0 0 2 0 0 2 32 0

山陽 26 0 0 1 0 0 2 25 -1

楠 19 0 0 1 0 0 1 19 0

Z小計 108 1 0 4 0 0 11 102 -6

萩 61 0 0 4 0 0 6 59 -2

長門 45 0 0 3 0 1 3 44 -1

秋芳 12 0 0 0 0 0 0 12 0

Z小計 118 0 0 7 0 1 9 115 -3

R合計 432 2 0 18 0 1 33 418 -14

下関 35 0 1 7 0 0 5 38 3

下関イースト 32 0 0 3 0 0 2 33 1

下関ウエスト 34 0 0 3 0 2 5 30 -4

下関長府 23 0 0 1 0 0 3 21 -2

下関ノース 50 0 0 5 0 0 4 51 1

下関響灘 25 0 0 1 0 0 2 24 -1

下関新下関 30 0 0 4 0 0 6 28 -2

下関維新 39 0 0 3 0 0 6 36 -3

Z小計 268 0 1 27 0 2 33 261 -7

豊浦 19 0 0 0 0 0 2 17 -2

豊田山口 13 1 0 0 0 0 1 13 0

菊川 22 0 0 0 0 0 3 19 -3

豊北 25 0 0 0 0 0 2 23 -2

下関中央 18 0 0 0 0 0 2 16 -2

Z小計 97 1 0 0 0 0 10 88 -9

R合計 365 1 1 27 0 2 43 349 -16

地区合計 3,042 11 9 180 8 20 296 2,918 -124

2018年7月 ～ 2019年6月 入会 退会 　
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Ｒ Ｚ クラブ名 献血者数 献眼登録者数

安　来 62 3

出雲広瀬 61 0

東出雲 208 2

安来十神 71 2

八　雲 13 0

１Ｚ　計 415 7

松　江 434 59

松江湖城 182 0

大　東 57 3

宍　道 109 10

鹿島島根 48 5

松江葵 512 45

隠岐海士 2 0

２Ｚ　計 1,344 122

１Ｒ　計 1,759 129

出　雲 118 110

平　田 88 65

大　社 111 0

佐　田 49 3

多伎町 40 15

１Ｚ　計 406 193

出雲中央 207 0

斐　川 55 12

出雲南 101 3

出雲レークヒル 85 16

２Ｚ　計 448 31

木　次 301 3

三刀屋 122 34

加茂島根 62 1

仁　多 156 12

掛　合 99 12

赤　来 798 0

頓　原 101 0

横　田 95 0

３Ｚ　計 1,734 62

２Ｒ　計 2,588 286

江津 153 54

大田 136 0

石見 109 0

桜江 57 21

邑智大和 43 0

瑞穂 121 30

１Ｚ　計 619 105

浜田 133 152

益田 0 37

浜田亀山 46 63

益田あけぼの 69 1

浜田マリン 140 23

２Ｚ　計 388 276

３Ｒ　計 1,007 381

336-D地区　2018-2019年度　献血者数 ・ 献眼登録者数
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Ｒ Ｚ クラブ名 献血者数 献眼登録者数

岩国 75 0

岩国錦 226 24

岩国桜 132 0

１Ｚ　計 433 24

柳井 82 0

　大島　　 66 0

田布施　 123 0

柳井中央 82 0

大島オレンジ 72 0

平生 65 0

大島中央 39 0

２Ｚ　計 529 0

４Ｒ　計 962 24

下松 65 0

徳山 101 0

光 132 2

新南陽 51 0

徳山イースト 101 0

徳山中央 0 0

下松中央 128 0

周南 53 0

新南陽若山 123 36

１Ｚ　計 754 38

山口 201 0

防府 134 0

防府中央 103 0

山口西京 145 0

山口中央 71 0

２Ｚ　計 654 0

５Ｒ　計 1408 38

宇部 190 129

宇部ときわ 57 0

宇部新川 184 41

宇部かたばみ 238 0

宇部サルビア 179 0

宇部ハーモニー 90 0

１Ｚ　計 938 170

小野田 65 0

美祢 264 15

山陽 54 12

楠 47 0

２Ｚ　計 430 27

萩 124 0

長門 197 0

秋芳 71 0

３Ｚ　計 392 0

６Ｒ　計 1760 197
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Ｒ Ｚ クラブ名 献血者数 献眼登録者数

下関 134 0

下関東 108 21

下関西 62 0

下関長府 148 24

下関北 155 0

下関響灘 159 0

下関新下関 72 2

下関維新 75 0

１Ｚ　計 913 47

豊浦 44 0

豊田山口 50 0

菊川 93 0

豊北 194 0

下関中央 193 0

２Ｚ　計 574 0

７Ｒ　計 1487 47

10,971 1,102
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合　　計
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次期 LCIF キャンペーン 100 コーディネーター会議議事録 
 

日時：2019 年 6 月 27 日（木）14：00～16：00 
場所：336 複合地区ガバナー協議会事務局 
進行：キャンペーン 100 サブエリアリーダー    大谷 博 

 
出席者： 

LCIF キャンペーン 100 副エリアリーダー 大谷  博 

2019-2020 336-A 地区 LCIF キャンペーンコーディネーター 橋本 充好 

2019-2020 336-B 地区 LCIF キャンペーンコーディネーター 藤井 信英 

2019-2020 336-C 地区 LCIF キャンペーンコーディネーター 亀井 英宏 

2019-2020 336-D 地区 LCIF キャンペーンコーディネーター 坪内 幹雄 

（A 地区 橋本コーディネーターは、天候不良による交通事情を考慮して欠席） 
 

１．  自己紹介 
２．  キャンペーン１００の説明 

年間一人 100 ドル、100 パーセントの寄付お願いします。 
LCI フォワードに沿った奉仕事業に使われます。 

３．  今年度の実績 
 目標額に対して、A―８４、B―６６、C－８８、D－７０パセントと目標を

かなり下回っている。次年度は今期の不足分も足されるので相当努力しないと

いけない。と共に、MJF も加えてクラブで 1 人 100 ドルになればいいとの誤

ったことを流したので、これの是正をお願いしました。 
４．  次年度の目標と達成のための行動計画  

7 月 31 日までに 4 か月毎の計画案 
次年度の、国際会長の方針にも LCIF の支援とうたってあるので、ガバナー

が公式訪問、キャビネット会議等で強力に一人 100 ドルを推進して頂きたい。 
 キャビネットコーディネーターだけでは役不足感がある。 

５．  １０月 30 日までにクラブコーディネーター研修会を行う 
必要があれば大谷が出かけ皆様にお願いします。 

６．  10 月初旬にコーディネーター会議  ウエブ会議 
７．  3 月初旬にコーディネーター会議    ウエブ会議 
８．  6 月初旬にコーディネーター会議   ウエブ会議 
９．  今期の反省 

間違った情報を流してしまったこと。クラブで平均一人１００ドルになれば

いいとの情報を流したこと。 
次期もそのような考えでいる方が多いのですが是非訂正して頂くようお願い

してもらうとともに MJF にも最大の協力要請を。 
 次期は 4 か月ごとに目標を立て、情報交換をしながら目標達成に努力する。 
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